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　中
央
会
特
産
品
市
場
開
発
チ
ー
ム
は
、9
月
9
日

（
木
）か
ら
9
月
15
日（
水
）に
か
け
て
愛
知
県
名
古

屋
市
中
区
に
あ
る
「
㈱
丸
栄
」
で
行
わ
れ
た
「
第
29

回
山
梨
の
物
産
と
観
光
展
in
名
古
屋
」
に
出
展
し
、

山
梨
の
特
産
品
を
愛
知
県
民
の
皆
様
に
販
売
P
R

を
行
っ
た
。

　こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、山
梨
県
と
社
団
法
人
や
ま
な

し
観
光
推
進
機
構
の
主
催
で
、山
梨
県
が
中
京
圏
で

実
施
す
る
唯
一
の
イ
ベ
ン
ト
で
あ
り
、各
地
の
新
鮮

な
農
畜
産
物
や
特
産
品
、加
工
品
、工
芸
品
に
い
た

る
ま
で
、山
梨
の
県
産
品
を
広
く
周
知
し
、山
梨
県

へ
の
観
光
の
誘
致
や
県
産
品
の
消
費
を
促
す
イ
ベ
ン

ト
で
あ
る
。や
ま
な
し
の
物
産
展
と
し
て
は
今
回
で

29
回
目
と
な
る
。㈱
丸
栄
8
階
催
事
場
で
行
い
、社

団
法
人
や
ま
な
し
観
光
推
進
機
構
と
㈱
丸
栄
の
意

向
に
よ
り
、取
扱
品
を
増
や
し
、1
か
所
は
2
台
の

平
台
と
オ
ー
プ
ン
冷
蔵
庫
1
台
を
並
べ
、も
う
1
か

所
は
オ
ー
プ
ン
冷
蔵
ケ
ー
ス
に
て
特
産
品
の
販
売
・

Ｐ
Ｒ
を
行
っ
た
。

　今
回
、1
か
所
で
は
、山
梨
県
菓
子
工
業
組
合
の

「
武
田
兵
糧
丸
」
の
県
外
P
R
を
中
心
に
、和
菓
子
、

澤
田
屋
の
「
く
ろ
玉
」
、丸
新
製
麺
の
「
ほ
う
と

う
」
、「
吉
田
の
う
ど
ん
」
な
ど
の
麺
類
を
、も
う
1

か
所
で
は
八
ヶ
岳
パ
イ
工
房
の
「
ア
ッ
プ
ル
パ
イ
」
、

木
村
屋
の
「
プ
リ
ン
」
と
い
っ
た
洋
菓
子
等
の
販
売

を
行
っ
た
。

　前
年
度
の
参
加
の
経
験
を
活
か
し
、前
年
売
れ
た

商
品
を
今
回
も
継
続
し
て
持
っ
て
い
き
、そ
こ
に
新

た
な
商
品
を
組
み
込
む
形
を
採
用
し
た
。1
階
店
頭

で
は
や
ま
な
し
観
光
推
進
機
構
の
ス
タ
ッ
フ
が
観
光

誘
致
及
び
、イ
ベ
ン
ト
会
場
へ
の
誘
導
を
行
い
、積

極
的
に
周
知
し
た
こ
と
に
よ
り
、イ
ベ
ン
ト
に
来
た

お
客
様
は
多
く
、山
梨
県
の
県
産
品
を
Ｐ
Ｒ
で
き
る

恰
好
の
も
の
と
な
っ
た
。客
層
と
し
て
は
、主
婦
や
お

年
寄
り
が
メ
イ
ン
で
は
あ
っ
た
が
、平
日
、週
末
を
問

わ
ず
、ま
た
老
若
男
女
あ
ら
ゆ
る
世
代
の
来
場
者
が

あ
り
、中
央
会
だ
け
で
な
く
、そ
れ
ぞ
れ
の
ブ
ー
ス
が

売
り
上
げ
を
伸
ば
し
て
い
た
。

　営
業
時
間
を
昨
年
よ
り
30
分
短
縮
し
た
が
、イ

ベ
ン
ト
期
間
を
1
日
伸
ば
し
た
こ
と
と
、1
階
店

頭
で
、や
ま
な
し
観
光
推
進
機
構
の
ス
タ
ッ
フ
が

観
光
誘
致
及
び
、イ
ベ
ン
ト
会
場
へ
の
誘
導
の
た

め
に
粗
品
引
換
券
付
き
の
チ
ラ
シ
を
配
っ
た
効
果

が
有
効
に
作
用
し
、イ
ベ
ン
ト
全
体
の
売
り
上
げ

は
不
況
の
昨
今
、前
年
と
ほ
ぼ
同
様
の
売
上
を
達

成
し
た
。

　中
央
会
の
両
ブ
ー
ス
も
、昨
年
比
1
・
4
倍
を
超

え
る
売
り
上
げ
で
、大
成
功
の
イ
ベ
ン
ト
と
な
っ
た
。

 

2
か
所
で
の
販
売
と
、昨
年
よ
り
単
価
の
高
い
も
の

を
販
売
し
た
こ
と
が
売
り
上
げ
の
上
昇
に
つ
な
が
っ

た
と
言
え
る
。

　例
年
出
展
し
て
き
た
八
ヶ
岳
パ
イ
工
房
の
ア
ッ
プ

ル
パ
イ
に
限
ら
ず
、愛
知
県
初
登
場
の
プ
リ
ン
の
売

上
も
上
々
で
、単
価
の
高
さ
に
は
関
係
な
く
、い
い

も
の
を
受
け
入
れ
て
く
れ
た
こ
と
が
こ
の
よ
う
な
成

果
に
結
び
つ
い
た
と
思
わ
れ
る
。

9月の出来事
●時　事
  7日  エコカー補助金打ち止め
10日  日本振興銀行、破綻
15日  政府・日銀6年半ぶり円売り介入
19日  第5回B-1グランプリ、甲府鳥もつ煮
　　   最高賞
　　   急激な円高、株安の進行
　　   尖閣諸島問題、中国との外交悪化

●山梨県中央会ニュース
1、8、10、14、16日  組合実務講習会
15日  正副会長会議
24日  防災訓練（草刈り作業）
全国中央会専門委員会　
　27日 金融、28日 税制、29日商業、 
　30日 労働

10月の予定
  1日  組織専門委員会（全国中央会）
12日  女性部県大会
15日  第14回郡内地域組合交流会
28日  全国中央会特別委員会

 ● 1面  第29回山梨の物産と観光展in名古屋

 ● 4面  組合活動あれこれ

 ● 5面  ただいま開発中

その他、各種事業案内、施策等々情報を掲載

今月の見どころ
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ibuki

息吹

　本
紙
の
９
月
号
で
掲
載
し
た
中
小
企
業
憲
章
は
、中
小
企

業
庁
で
本
年
2
月
に
有
識
者
で
委
員
を
構
成
す
る
「
中
小

企
業
憲
章
に
関
す
る
研
究
会
」
を
設
置
検
討
し
、平
成
22
年

６
月
18
日
閣
議
決
定
し
た
政
府
の
中
小
企
業
対
策
を
明
文

化
し
た
も
の
で
あ
る
。

　こ
の
憲
章
は
、前
文
と
基
本
理
念
の
中
で
、中
小
企
業
の

日
本
経
済
に
果
た
し
た
実
績
と
、今
日
の
中
小
企
業
の
経
済

的
・
社
会
的
役
割
を
示
し
て
い
る
と
と
も
に
、今
後
の
政
府
の

中
小
企
業
政
策
の
基
本
的
考
え
方
を
述
べ
て
い
る
。ま
た
、

中
小
企
業
施
策
に
取
り
組
む
に
当
た
っ
て
は
、基
本
理
念
を

踏
ま
え
５
項
目
か
ら
な
る
基
本
原
則
や
、政
府
と
し
て
の
具

体
的
な
中
小
企
業
政
策
の
取
り
組
み
を
行
動
指
針
８
項
目

で
示
し
て
い
る
。

　そ
の
中
で
注
目
す
べ
き
こ
と
は
、基
本
原
則
の
ト
ッ
プ
で

「
経
済
活
力
の
源
泉
で
あ
る
中
小
企
業
が
、そ
の
力
を
思
う

存
分
に
発
揮
で
き
る
よ
う
、資
金
、人
材
、海
外
展
開
力
な
ど

の
経
営
資
源
の
確
保
を
支
援
し
、中
小
企
業
の
持
て
る
力
の

発
揮
を
促
す
。そ
の
際
、経
営
資
源
の
確
保
が
特
に
困
難
で

あ
る
こ
と
の
多
い
小
規
模
企
業
に
配
意
す
る
。中
小
企
業
組

合
、業
種
間
連
携
な
ど
の
取
組
を
支
援
し
、力
の
発
揮
を
増

幅
す
る
。」
と
中
小
企
業
施
策
の
柱
に
組
合
等
の
連
携
組
織

を
据
え
て
い
る
。も
ち
ろ
ん
行
動
指
針
の
中
で
も
「
中
小
企

業
の
立
場
か
ら
経
営
支
援
を
充
実
・
徹
底
す
る
、中
小
企
業

の
技
術
力
向
上
の
た
め
、も
の
づ
く
り
分
野
を
始
め
と
す
る

技
術
開
発
、教
育
・
研
究
機
関
、他
企
業
な
ど
と
の
共
同
研
究

を
支
援
す
る
と
と
も
に
、競
争
力
の
鍵
と
な
る
企
業
集
積
の

維
持
・
発
展
を
図
る
。ま
た
、業
種
間
で
の
連
携
・
共
同
化
や

知
的
財
産
の
活
用
を
進
め
、中
小
企
業
の
事
業
能
力
を
強
め

る
。経
営
支
援
の
効
果
を
高
め
る
た
め
、支
援
人
材
を
育
成
・

増
強
し
、地
域
経
済
団
体
と
の
連
携
に
よ
る
支
援
体
制
を
充

実
す
る
。」
と
連
携
と
共
同
化
の
推
進
と
支
援
体
制
の
充
実

を
最
優
先
し
て
い
る
。

　前
述
の
と
お
り
政
府
は
憲
章
の
中
で
、組
合
連
携
組
織
へ

大
き
な
期
待
を
寄
せ
る
と
と
も
に
、今
後
の
中
小
企
業
施
策

の
中
心
に
し
て
い
く
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

中小企業憲章

1．制度概要
　県と金融機関が協調して、原則として県信用保証協会の保証をつけて中
小企業向けの融資を行います。
　県が制度を定め、融資原資の一部を県が預託することにより、中小企業
の皆様に低利・固定、長期の資金を融資する仕組みとなっています。　
　金融機関にお申し込みをいただき、金融機関と県信用保証協会の審査の
後、融資が実行されます。

2．ご利用いただける方
　県内に事業所があり、原則として1年以上事業を営んでいる中小企業の
方または組合が利用できます。

■中小企業者とは、次に該当する企業をいいます。

■組合とは…事業協同組合、企業組合、協業組合、商工組合、商店街振興組
　　　　　　合及びその連合会等特別の法律により設立された組合

３．ご利用いただけない方
①会社の出資金の２分の１以上を大企業が出資しているもの。
②風俗営業（米飯提供を主とするものは除く。）のほか、公序良俗に反する
行為または違法行為を行っているもの。
③認可等を要する業種でこれを受けないで営業しているもの。
④金融機関から取引停止処分を受けているもの。
⑤山梨県信用保証協会において、現在代位弁済を受けているもの。
⑥借入金の返済に充てるために融資を受けようとするもの。ただし、経営安
定資金の資金繰り支援借換融資を受ける場合を除く。
⑦同一対象事業に関して、本制度以外に他の県制度との併用をしているも
の。
⑧一企業の県制度融資を受けることができる限度額6,000万円を超えて
いるもの（（経営安定資金の経済変動対策融資（連鎖倒産防止関係、不況
業種対策関係、為替変動対策関係、災害復旧関係及び経営環境変動対策
関係に限る。）、地場中小企業等育成資金の商業活性化融資及び観光施
設整備融資及び企業立地促進融資及び土地開発等対策融資、新産業開
発資金の新分野進出支援融資、環境・雇用対策資金（環境対策融資のうち
特定防火対象物防火対策関係を除く。）については、別枠とする。）。
⑨県税に未納のある方

４．融資の流れ
■保証協会の保証付き融資

■保証協会の保証を付けない融資

山梨県制度融資「商工業振興資金」の紹介

①融資申込

①保証申込

④融資実行

②保証申込

③保証決定

 　　　　　　   業　　　　種 従業員数 資本金・出資金

 サービス業 100人以下 ５千万円以下

 小売業 50人以下 ５千万円以下

 卸売業 100人以下 １億円以下

 製造業・その他（含む建設業） 300人以下 ３億円以下

 　　ゴム製品製造業（自動車または航空

 　　機用タイヤ及びチューブ製造業並び 900人以下 ３億円以下

 　　に工業用ベルト製造業を除く）

 　　ソフトウェア業 300人以下 ３億円以下

 　　情報処理サービス業 300人以下 ３億円以下

 　　旅館業 200人以下 ５千万円以下

 　　医療法人 300人以下 （条件なし）

特

　
　例 中小企業者 金融機関 信用保証協会

②融資申込

③融資決定

中小企業者 金融機関 県（商業振興金融課）

①融資申込

④融資実行
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データから見た業界の動き（平成22年8月分）
収益状況
2009年8月

景況感
2009年8月

売上高
2009年8月

2010年8月 2010年8月2010年8月

減少
72%

不変
18%

増加
10%

悪化
60%

不変
36%

好転
4%

悪化
68%

不変
30%

好転
2%

減少
34%

不変
24%

増加
42%

悪化
38%

不変
44%

好転
18%

悪化
44% 不変

40%

好転
16%

（平成22年8月分）
　本県の8月の景況では、全業種のDI値が、売上
高＋8（前年同月比＋54）、収益状況－20（前年
同月比＋36）、景況感-28（前年同月比＋38）と
前年同月比では全項目でポイントは改善となっ
た。業種別のDI値で見てみると、製造業は、売上
高＋5（前年同月比＋70）、収益状況は－15（前
年同月比＋60）、景況感は－15（前年同月比＋
65）と前年同月比でポイントは改善となった。こ
れは、前年同月のDI値が売上・収益状況で－75、
景況感においても－80と、全ての項目において
悪化傾向にあったことから、数値上での改善幅
は大きくなっている。非製造業のDI値は、売上高
＋10（前年同月比＋43）、収益状況－23（前年同
月比＋20）、景況感－37（前年同月比＋20）と、
前年同月比においては順調に全項目で改善して
いる。
  国内経済は、個人消費の堅調維持、設備投資の
持ち直しなど明るい材料もあり、景気の持ち直
しが続いているとしながらも、「このところ環境
の厳しさは増している」と政府報告の表現が変
更されており、先行きとして景気回復は、急激な
円高や株価変動により下押しされるリスクが高
まっていると報告されている。
　情報連絡員による県内の8月の業況報告では
製造業、非製造業ともに、この夏の猛暑の影響を
受けたとするコメントが多く、特徴的であった 
一方で、ここまでの受注は順調であったが、今後
の仕事の受注確保など先行を懸念するコメント
もが目立った。DI値だけでは判断できない中小
企業の厳しく、不安定な現状が報告されている。

山梨県中小企業団体中央会
情報連絡員報告

業
界
の

　動
き

データから
見た

声業界の業
界
の
現
況
は
？

　当
業
界
の
売
り
上
げ
は
、1
9
9
0
年
頃
の
ピ
ー
ク
時
よ
り

も
7
割
程
度
減
少
し
て
い
ま
す
。

　今
年
度
に
つ
い
て
は
、猛
暑
の
影
響
も
あ
り
、業
務
内
容
も
例

年
よ
り
１
ヶ
月
ほ
ど
遅
れ
て
い
ま
す
。

　ま
た
、営
業
力
を
強
化
し
て
も
仕
事
内
容
が
減
少
し
て
い
る

こ
と
や
、数
年
前
に
比
べ
る
と
買
い
手
に
も
ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
や
大

型
百
貨
店
な
ど
も
数
多
く
進
出
し
て
き
て
い
る
た
め
、買
い
手

に
も
さ
ま
ざ
ま
な
選
択
権
が
出
来
る
よ
う
に
も
な
っ
て
来
て
い

る
こ
と
も
あ
り
、売
上
も
減
少
し
て
き
て
い
ま
す
。

　そ
の
他
、業
界
と
し
て
は
、自
社
ブ
ラ
ン
ド
を
立
ち
上
げ
る
こ

と
を
理
想
と
し
、目
標
と
も
し
て
い
ま
す
。

　組
合
の
独
自
事
業
と
し
て
は
、７
年
前
か
ら
「
外
国
人
研
修

生
共
同
受
入
事
業
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。す
で
に
３
期
生
ま

で
34
人
が
帰
国
し
、技
能
継
承
の
た
め
の
労
働
力
確
保
の
第
一

歩
と
し
て
多
く
の
実
習
生
が
育
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、日
本
で
学

ん
だ
知
識
・
技
術
は
祖
国
に
帰
っ
て
も
活
か
さ
れ
て
い
る
と
聞
い

て
い
ま
す
。現
在
は
、４
期
生
〜
６
期
生
の
約
50
名
の
研
修
生
・

実
習
生
と
し
て
活
躍
し
て
い
ま
す
。

今
後
の
展
開
は
？

　生
産
な
ど
に
お
い
て
も
、拠
点
が
海
外
に
移
行
し
て
い
る
傾

向
に
も
な
っ
て
い
て
、衣
料
の
ほ
と
ん
ど
が
海
外
で
作
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　海
外
で
作
ら
れ
た
衣
料
に
お
い
て
も
近
年
は
日
本
の
生
産
技

術
が
少
し
づ
つ
継
承
さ
れ
て
き
て
い
る
た
め
、高
い
も
の
と
な
っ

て
き
て
い
ま
す
。

　し
か
し
、日
本
か
ら
継
承
さ
れ
た
高
い
技
術
を
用
い
て
生
産

を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
が
、衣
料
を
生
産
す
る
た
め
の
生
地
に
お

い
て
は
、日
本
で
生
産
さ
れ
て
い
る
日
本
製
の
も
の
の
方
が
品
質

的
に
は
良
い
物
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　業
界
に
お
い
て
は
、今
後
は
安
く
て
良
い
物
が
求
め
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
て
来
る
と
考
え
て
い
ま
す
が
、や
は
り
地
産
・
地
消
と

同
じ
く
日
本
で
生
産
し
た

物
を
日
本
で
使
っ
て
い
っ

て
欲
し
い
と
も
考
え
て
い

ま
す
。

　ま
た
、後
継
者
を
育
て

て
行
く
た
め
に
は
、時
間

と
お
金
も
か
か
っ
て
き
ま

す
が
、今
後
は
自
分
た
ち

の
持
っ
て
い
る
技
術
を
海

外
だ
け
で
は
な
く
、日
本

人
の
若
者
に
も
継
承
し

て
い
く
こ
と
も
課
題
と

し
て
考
え
て
い
ま
す
。

 

ト
ピ
ッ
ク
ス

 

　
　業
界
か
ら
一
言

　8
月
の
調
査
で
は
、急
激
に
進

む
円
高
が
、県
内
の
中
小
企
業
や

業
界
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
及
ぼ

し
て
い
る
か（
こ
れ
か
ら
懸
念
さ

れ
る
か
）を
聞
い
た
。主
な
業
界
の

報
告
は
次
の
と
お
り
。

　「
輸
入
ワ
イ
ン
の
攻
勢
が
増

し
、県
産
ワ
イ
ン
の
輸
出
等
、交
易

の
困
難
を
予
測
」（
食
料
品
：
ワ

イ
ン
酒
造
）、「
E
U
向
け
服
地
の

受
注
が
大
幅
減
。中
国
製
品
に
拍

車
が
か
か
る
」（
繊
維
工
業
）、

「
海
外
生
産
に
シ
フ
ト（
移
行
）

し
、受
注
減
」（
金
属
製
品
製
造
）、

「
受
注
減
。コ
ス
ト
引
き
下
げ
懸

念
」（
一
般
機
器
製
造
）「
メ
ー
カ

ー
が
海
外
生
産
に
切
り
替
え
・コ

ス
ト
ダ
ウ
ン
要
請
懸
念
」（
電
気

機
械
器
具
製
造
）（
そ
の
他
製
造
）

「
輸
出
目
的
製
品
の
値
引
き
依
頼

懸
念
」（
繊
維
衣
類
卸
）「
輸
出
古

紙
の
値
下
げ
」（
卸
売
：
リ
サ
イ

ク
ル
）「
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
へ

の
影
響
懸
念
」（
商
店
街
）（
宿
泊

業
）

■
製
造
業

●
食
料
品（
水
産
物
加
工
）／
中

元
商
戦
は
低
迷
。婚
礼
食
材
の

新
規
開
拓
等
に
よ
り
売
上
は

微
増
と
な
っ
た
が
、一
昨
年
に

比
べ
12
%
程
度
低
い
水
準
。

●
繊
維
・
同
製
品（
織
物
）／
猛
暑

の
影
響
で
夏
物
バ
ー
ゲ
ン
の
消

化
率
は
上
が
っ
て
い
る
が
、初

秋
物
の
動
き
が
非
常
に
悪
い
。

服
地
は
国
内
テ
キ
ス
タ
イ
ル
で

の
差
別
化
商
品
作
り
が
活
発

化
し
、前
年
並
み
の
引
き
合
い

に
戻
っ
て
き
た
。袖
表
地
は
在

庫
調
整
が
進
み
、生
産
が
増
え

て
き
て
い
る
。

●
木
材
・
木
製
品
製
造
／
個
人
住

宅
の
需
要
が
な
い
。公
共
物
件

の
見
積
が
出
始
め
て
い
る
が
、

単
価
が
低
く
市
場
相
場
と
合

わ
な
い
。

●
紙
・
紙
加
工
品
／
輸
入
パ
ル
プ

の
上
昇
も
ピ
ー
ク
に
達
し
た
。

10
月
〜
11
月
引
渡
し
分
か
ら

50
ド
ル
╱
㌧
下
落
。

●
窯
業
・
土
石（
砂
利
）／
中
部
横

断
道
、甲
府
駅
北
口
開
発
、学

校
の
耐
震
補
強
、昭
和
町
土
地

区
画
整
理
事
業
及
び
大
型
商

業
施
設
の
建
設
に
よ
り
売
上
が

伸
び
た
。今
後
、橋
架
替
え
工

事
、河
川
護
岸
工
事
も
発
注
さ

れ
る
た
め
見
通
し
は
明
る
い
。

●
鉄
鋼
・
金
属
／
各
企
業
と
も
10

月
末
ま
で
は
、国
内
の
仕
事
が

あ
る
が
、そ
れ
以
降
は
未
定
。建

設
関
係
は
未
通
し
た
た
ず
。

●
一
般
機
器
／
7
月
ま
で
は
、仕

事
量
は
増
加
傾
向
に
あ
っ
た

が
、8
月
に
入
り
減
少
し
始
め

た
。特
に
後
半
は
円
高
の
影
響

が
見
ら
れ
る
。

■
非
製
造
業

●
卸
売（
紙
製
品
）／
県
外
同
業

企
業
の
進
出
に
よ
る
競
争
が
激

化
す
る
傾
向
に
あ
る
。

●
卸
売（
ジ
ュ
エ
リ
ー
）／
小
売
市

場
は
回
復
基
調
に
あ
る
と
感
じ

て
い
る
が
、円
高・株
安
の
影
響

で
、再
び
悪
化
す
る
心
配
あ
り
。

売
上
高
と
店
舗
数
が
国
内
最

大
の
宝
飾
品
小
売
チ
ェ
ー
ン
店

が
甲
府
に
移
転
し
て
く
る
。業

界
に
と
っ
て
生
産
規
模
拡
大
の

期
待
が
持
て
る
。

●
小
売（
食
肉
）／
例
年
に
な
い

猛
暑
で
小
売
専
門
店
へ
の
客
足

は
減
少
し
、ギ
フ
ト
商
戦
特
に

生
肉
の
産
地
直
送
ギ
フ
ト
は
口

蹄
疫
の
影
響
と
も
重
な
り
、昨

対
１
割
減
と
な
っ
た
。

●
小
売（
自
動
車
）／
補
助
金
の

打
ち
切
り
に
よ
り
、足
元
の
受

注
は
急
激
に
悪
化
。下
期
は
大

幅
な
売
上
減
の
見
込
み

●
小
売（
電
機
製
品
）／
猛
暑
の

影
響
も
あ
り
、前
年
対
比
１
３

５
%
以
上
で
推
移
。中
で
も
地

デ
ジ
テ
レ
ビ
、エ
ア
コ
ン
、冷
蔵

庫
が
堅
調
に
推
移
。猛
暑
の
た

め
エ
ア
コ
ン
の
納
品
、取
付
工

事
、各
種
修
理
に
追
わ
れ
て
い

る
。

●
小
売（
石
油
）／
8
月
は
原
油

価
格
の
上
昇
分
は
為
替
の
円
高

に
よ
り
相
殺
さ
れ
、ま
た
記
録

的
な
猛
暑
に
よ
り
、燃
費
の
増

加
、車
利
用
の
増
加
に
よ
り
販

売
数
量
が
増
加
し
た
が
、県
内

Ｓ
Ｓ
の
販
売
価
格
は
横
ば
い
だ

っ
た
。９
月
も
横
ば
い
と
予
想
。

●
宿
泊
業
／
高
速
道
路
の
一
部
無

料
化
や
各
企
業
の
営
業
努
力

（
値
下
げ
等
）に
よ
り
旅
行
し
や

す
い
環
境
と
な
っ
て
い
る
。ま

た
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
予
約
の
増

加
で
、今
回
の
急
激
な
伸
び
に

繋
が
っ
た
。

●
建
設
業（
鉄
構
）／
学
校
関
係

等
で
公
共
工
事
が
出
て
い
る

が
、ゼ
ネ
コ
ン
の
コ
ス
ト
削
減

要
求
か
ら
指
値
攻
勢
で
、採
算

割
れ
物
件
が
多
い
。物
件
量
は

増
加
傾
向
に
あ
る
が
、不
採
算

物
件
が
多
く
受
注
出
来
ず
、工

場
稼
働
率
は
相
変
ら
ず
低
い
。

●
設
備
工
事（
電
気
工
事
）／
住

宅
電
気
工
事
専
門
の
工
事
店

は
例
年
並
み
の
工
事
数
で
は
あ

る
が
単
価
は
大
き
く
下
が
っ
て

い
る
。中
型
以
上
の
工
事
は
ほ

と
ん
ど
な
く
、あ
っ
て
も
採
算

割
れ
の
状
況
。

●
運
輸（
バ
ス
）／
他
県
で
は
廃
業

す
る
事
業
者
も
で
て
い
る
。と

に
か
く
宿
泊
を
伴
う
バ
ス
旅
行

が
減
少
し
て
い
る
。

　

 

山
梨
県
ア
パ
レ
ル
工
業
組
合

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

理
事
長

　吉
田 

高
士 

氏
作業をする研修生・実習生
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　９
月
11
日（
土
）に
中

央
市
山
之
神
の
協
同
組

合
山
梨
県
流
通
セ
ン
タ

ー（
栗
山
直
樹
理
事
長

　組
合
員
62
社
）で
第

11
回
目
と
な
る
「
セ
ン

タ
ー
で
バ
ザ
ー
ル
」
が

開
催
さ
れ
た
。

　当
日
は
好
天
に
恵
ま

れ
、オ
ー
プ
ン
１
時
間

前
の
８
時
に
は
来
場
者

の
長
い
列
が
で
き
、10

時
に
は
駐
車
場
も
満
車

と
な
り
、用
意
し
た
商

品
が
午
前
中
に
売
り
切

れ
て
し
ま
う
出
展
者
が

出
て
し
ま
う
ほ
ど
、盛
況
で
あ
っ
た
。

　会
場
に
は
組
合
員
を
は
じ
め
と
し
て
団
地
内
企
業
や
取
引
先

企
業
を
含
め
約
50
社
が
物
販
や
飲
食
、商
品
紹
介
な
ど
で
出
展
し
、

特
に
、バ
ザ
ー
ル
会
場
で
は
衣
料
品
や
靴
、お
菓
子
や
食
料
品
、ア

ク
セ
サ
リ
ー
な
ど
に
人
気
が
集
ま
っ
た
。ま
た
、販
売
セ
ー
ル
だ
け

で
な
く
、子
供
向
け
の
参
加
ス
テ
ー
ジ
や
人
形
劇
、フ
リ
ー
マ
ー
ケ

ッ
ト
な
ど
も
あ
り
、一
日
中
楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト
で
あ
っ
た
。

　栗
山
理
事
長
は
、「
地
域
貢
献
を
目
的
に
ス
タ
ー
ト
し
た
が
、今

回
で
11
年
目
と
な
り
認
知
度
も
上
が
り
、年
々
来
場
者
が
増
え
リ

ピ
ー
タ
ー
も
多
く
な
っ
て
い
る
。地
元
だ
け
で
な
く
郡
内
地
域
か

ら
の
来
場
者
も
あ
り
、イ
ベ
ン
ト
と
し
て
定
着
し
た
。」
と
評
価
し

た
。　イ

ベ
ン
ト
実
行
委
員

会
の
井
上
雅
博
実
行
委

員
長
は
、「
企
画
は
組
合

員
企
業
の
若
手
従
業
員

18
人
が
た
て
、当
日
の
運

営
は
組
合
理
事
を
は
じ

め
、組
合
員
企
業
の
経
営

者
と
従
業
員
、組
合
事
務

局
な
ど
総
勢
60
人
以
上

で
あ
た
っ
た
。イ
ベ
ン
ト

を
通
じ
て
組
合
の
一
体

感
と
各
社
の
活
力
ア
ッ

プ
に
つ
な
が
っ
て
い
る
」

と
語
っ
て
く
れ
た
。

新
・
や
ま
な
し
ワ
イ
ナ
リ
ー
マ
ッ
プ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

が
完
成

山梨県ワイン酒造協同組合T O P I C S ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

「
第
27
回
か
が
り
火
市
民
ま
つ
り
・

　
　大
月
阿
波
踊
り
大
会
」開
催

大月商店街協同組合T O P I C S ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

大
盛
況
!!
セ
ン
タ
ー
で
バ
ザ
ー
ル

協同組合山梨県流通センターT O P I C S ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

やまなしワイナリーマップ

　大
月
市
の
夏
の

イ
ベ
ン
ト
で
あ
る

「
第
27
回
か
が
り

火
市
民
祭
り
」
が

今
年
も
８
月
７
日

（
土
）に
開
催
さ
れ

た
。中
で
も
大
月

駅
前
の
大
月
商
店

街（
協
）の
あ
る
国

道
20
号
は
、全
面

通
行
止
め
と
な
り

「
大
月
阿
波
踊
り

大
会
」
が
華
々
し

く
実
施
さ
れ
た
。

祭
り
の
花
形
で
あ

る
参
加
連
は
、15
連（
総
勢
５
０
０
名
）で
、阿
波
踊
り
や
よ
さ
こ

い
ソ
ー
ラ
ン
を
乱
舞
、ま
た
民
謡
流
し
、神
輿
、都
留
高
吹
奏
楽
な

ど
多
彩
な
演
出
で
観
客
ら
を
魅
了
し
、こ
の
日
の
商
店
街
は
、深

夜
ま
で
か
が
り
火
の
よ
う
に
熱
く
盛
り
上
が
っ
た
。商
店
街
の
組

合
員
も
店
舗
に
照
明
を
灯
し
、給
水
所
で
の
麦
茶
無
料
提
供
、休

憩
所
の
提
供
や
清
掃
活
動
な
ど
様
々
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
し

側
面
か
ら
祭
り
を
盛
り
上
げ
た
。

　な
お
、組
合
で
は
８
月
31
日
〜
９
月
16
日
ま
で
空
き
店
舗
対
策

で
も
あ
る
展
示
施
設

「
ま
ち
宿
り
」
に
お

い
て
、か
が
り
火
祭

り
写
真
展
を
開
催
、

市
内
の
写
真
愛
好
家

６
名
と
都
留
高
写
真

部
の
作
品
３
５
０
点

を
展
示
し
た
。展
示

し
て
い
る
写
真
は
、

写
っ
て
い
る
本
人
の

申
し
出
が
あ
れ
ば
、

先
着
順
に
プ
レ
ゼ
ン

ト
す
る
サ
ー
ビ
ス
な

ど
も
実
施
し
地
域
住

民
ら
は
祭
り
の
余
韻

を
楽
し
ん
だ
。

　山
梨
県
ワ
イ
ン

酒
造
組
合（
前
島
善

福
会
長
）及
び
山
梨

県
ワ
イ
ン
酒
造
協

同
組
合（
三
澤
茂
計

理
事
長
）は
、山
梨

県
内
の
ワ
イ
ナ
リ

ー
を
掲
載
し
た
地

図
「
や
ま
な
し
ワ
イ

ナ
リ
ー
マ
ッ
プ
」
を

20
年
ぶ
り
に
、改
訂

し
た
。

　「
や
ま
な
し
ワ
イ

ナ
リ
ー
マ
ッ
プ
」
は
、

地
場
産
業
で
も
あ

る
ワ
イ
ン
の
製
造
現
場
や
造
り
手
の
情
熱
を
肌
で
感
じ
て
も
ら
い

た
く
ワ
イ
ナ
リ
ー
72
社
、ワ
イ
ン
展
示
場
４
社
を
掲
載
し
て
い
る
。

　こ
れ
ま
で
は
、B
2
版
の
大
き
さ
の
地
図
を
折
り
曲
げ
て
い
た

が
、お
客
様
か
ら
の
要
望
も
あ
り
内
容
を
充
実
し
て
Ｂ
５
版
の
冊

子
に
変
更
し
た
。

　ま
た
、山
梨
県
を
９
エ
リ
ア
に
分
け
、地
域
ご
と
に
ワ
イ
ナ
リ
ー

の
所
在
地
が
よ
り
解
り
や
す
く
な
る
よ
う
、交
差
点
の
名
称
や
公

共
の
建
物
、名
所
・
旧
跡
、地
域
の
名
産
な
ど
を
記
載
し
て
お
り
、

ワ
イ
ナ
リ
ー
だ
け
で
な
く
地
域
資
源
を
活
か
し
た
観
光
が
で
き
る

仕
様
に
な
っ
て
い
る
。

  

さ
ら
に
、各
ワ
イ
ナ
リ

ー
や
展
示
場
の
概
要
や
、

最
近
話
題
に
な
っ
て
い

る
ワ
イ
ナ
リ
ー
直
営
の

レ
ス
ト
ラ
ン
な
ど
も
併

せ
て
掲
載
し
て
る
。

　「
や
ま
な
し
ワ
イ
ナ

リ
ー
マ
ッ
プ
」
は
、一
冊

3
0
0
円
と
お
手
頃
感

と
温
か
な
手
書
き
の
風

合
い
が
楽
し
い
ワ
イ
ナ

リ
ー
巡
り
を
サ
ポ
ー
ト

し
て
く
れ
そ
う
で
あ
る
。

　是
非
、見
か
け
た
方

は
、お
手
に
と
っ
て
ご
一
読
く
だ
さ
い
。

　●
お
問
い
合
わ
せ
先
：
山
梨
県
ワ
イ
ン
酒
造
協
同
組
合

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　☎
0
5
5
│
2
3
3
│
7
3
0
6

阿波踊り風景②

たくさんの子供達が参加したイベントステージ

大盛況のバザール会場

手書きの風合い

阿波踊り風景①
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中
央
会
●
会
員
組
合
活
動
紹
介

会
社
の
営
業
内
容
に
つ
い
て

お
聞
か
せ
下
さ
い
。

　当
社
は
、パ
ソ
コ
ン
や
携
帯
電
話
等
の
精
密
機
械

に
利
用
さ
れ
て
い
る
シ
リ
コ
ン
ウ
ェ
ー
ハ
や
ガ
ラ
ス

基
板
等
の
汚
染
度
を
評
価
す
る
た
め
の
パ
ー
テ
ィ

ク
ル
検
査
装
置
等
を
開
発
・
製
造
し
て
お
り
ま
す
。

　そ
の
た
め
、半
導
体
関
連
メ
ー
カ
ー
、各
種
デ
バ

イ
ス
製
造
メ
ー
カ
ー
、成
膜
装
置
メ
ー
カ
ー
及
び
薬

品
製
造
メ
ー
カ
ー
等
の
シ
リ
コ
ン
ウ
ェ
ハ
や
ガ
ラ
ス

基
板
等
の
製
造
に
関
連
す
る
業
者
が
取
引
先
と
な

り
ま
す
。

抱
え
て
い
る
問
題
点

　Ｌ
Ｅ
Ｄ
関
連
製
品
の
普
及
や
有
機
Ｅ
Ｌ
を
利
用

し
た
商
品
の
開
発
が
加
熱
し
て
い
る
中
、表
示
デ
ィ

ス
プ
レ
イ・
照
明
器
具
へ
透
明
基
板
を
用
い
た
製
品

の
需
要
が
拡
大
傾
向
に
あ
り
ま
す
。そ
の
た
め
、透

明
基
板
を
製
造
す
る
メ
ー
カ
ー
で
は
、需
要
拡
大
に

対
応
す
る
た
め
正
確
な
生
産
工
程
評
価
や
検
査
を

行
う
事
が
求
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　こ
の
よ
う
な
中
、当
社
で
は
透
明
基
板
を
正
確
に

評
価
す
る
た
め
の
検
査
装
置
の
開
発
に
取
り
組
み

ま
し
た
。既
存
の
表
面
パ
ー
テ
ィ
ク
ル（
欠
陥
）検
査

装
置
は
、シ
リ
コ
ン
ウ
ェ
ー
ハ
の
よ
う
に
不
透
明
な

基
板
も
し
く
は
、両
面
が
鏡
面
に
加
工
さ
れ
た
透
明

基
板
の
検
査
を
対
象
と
し
て
い
る
の
が
一
般
的
で

あ
り
、透
明
基
板
の
検
査
に
お
い
て
は
、裏
面
が
汚

れ
て
い
る
場
合
、あ
る
い
は
サ
フ
ァ
イ
ア
基
板
な
ど

の
様
に
裏
面
が
梨
地
加
工
さ
れ
て
い
る
場
合
に
は

裏
面
か
ら
の
散
乱
光
の
影
響
が
あ
り
、表
面
の
パ
ー

テ
ィ
ク
ル
を
正
確
に
測
定
す
る
の
に
問
題
が
あ
り

ま
す
。

　そ
の
た
め
、正
確
な
検
査
を
行
う
こ
と
が
難
し

く
、現
品
検
査
で
は
な
く
不
透
明
基
板
で
の
代
用

検
査
に
よ
り
対
応
す
る
こ
と
と
な
り
工
程
管
理
と

し
て
は
対
応
可
能
で
あ
る
が
、最
終
の
全
数
検
査
な

ど
に
対
応
す
る
こ
と
は
不
可
能
と
な
っ
て
い
ま
す
。

問
題
点
の
対
処
方
法

及
び
今
後
の
営
業
方
針
に
つ
い
て

　前
述
の
問
題
点
を
解
消
す
る
た
め
に
、透
明
基
板

の
表
面
及
び
裏
面
の
そ
れ
ぞ
れ
か
ら
発
生
す
る
散

乱
光
を
区
別
し
て
、表
面
散
乱
光
の
み
を
セ
ン
サ
へ

集
光
で
き
る
シ
ス
テ
ム
を
、基
板
・
セ
ン
サ
ユ
ニ
ッ

ト
間
距
離
の
位
置
決
め
制
御
の
高
度
化
に
よ
り
裏

面
影
響
に
よ
る
誤
検
出
の
無
い
検
査
装
置
の
開
発

を
行
い
ま
し
た
。

①
表
面
と
裏
面
か
ら
の
散
乱
光
を
分
離
さ
せ
る

　

た
め
の
受
光
光
学
機
構
の
開
発

　斜
か
ら
照
射
さ
れ
た
レ
ー
ザ
光
は
、透
明
基
板
表

面
に
到
達
し
そ
の
表
面
の
パ
ー
テ
ィ
ク
ル
に
よ
り

散
乱
光
を
発
生
し
ま
す
。さ
ら
に
基
板
表
面
か
ら
透

明
基
板
内
に
屈
折
し
て
侵
入
し
た
レ
ー
ザ
光
は
、基

板
裏
面
に
到
達
し
そ
の
裏
面
の
パ
ー
テ
ィ
ク
ル
に

よ
り
散
乱
光
を
発
生
し
ま
す
。こ
の
そ
れ
ぞ
れ
発
生

す
る
散
乱
光
を
、基
板
表
面
側
か
ら
観
察
す
る
と
、

基
板
の
厚
み
分
だ
け
位
置
が
ず
れ
る
事
と
な
り
、真

上
か
ら
の
観
察
で
も
発
生
位
置
が
異
な
る
こ
と
が

分
か
り
ま
す（
図
１
）。観
察
方
向
を
レ
ー
ザ
照
射
の

反
対
側
へ
傾
斜
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、さ
ら
に
発
生

位
置
は
ズ
レ
る
事
に
な
り
ま
す（
図
２
）。
　こ
の
位

置
の
ズ
レ
を
用
い
て
、裏
面
か
ら
の
散
乱
光
を
除
外

し
て
、表
面
か
ら
の
散
乱
光
の
み
を
検
出
セ
ン
サ
へ

受
光
さ
せ
る
た
め
に
、対
物
レ
ン
ズ
、鏡
筒
、ス
リ
ッ

ト（
検
出
位
置
か
ら
の
光
の
み
を
受
け
入
れ
る
た
め

の
開
口
部
）か
ら
な
る
受
光
光
学
機
構
を
用
い
る
こ

と
で
達
成
で
き
ま
し
た
。

②
セ
ン
サ
ユ
ニ
ッ
ト
と
基
板
間
の
位
置
決
め
精
度

　

向
上
の
た
め
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
方
法
の
開
発

　透
明
な
基
板
及
び
フ
ィ
ル
ム
の
表
面
検
査
を
行

う
際
に
は
、表
面
パ
ー
テ
ィ
ク
ル
に
よ
る
散
乱
光
と

裏
面
で
発
生
す

る
散
乱
光
の
分

離
を
す
る
こ
と

が
必
要
と
な
り

ま
す
。

　し
か
し
、基
板

表
面
と
セ
ン
サ

間
の
距
離
が
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
出

来
ず
に
接
近
す

る
と
、裏
面
散
乱

光
が
表
面
散
乱

光
の
検
出
位
置

に
移
動
し
裏
面

散
乱
光
が
誤
検

出
の
原
因
と
な

る（
図
３
）。

　ま
た
、セ
ン
サ

が
基
板
表
面
か

ら
遠
ざ
か
る
と
、

表
面
散
乱
光
が

検
出
位
置
か
ら
外
れ
て
不
検
出
と
な
り
ま
す（
図

４
）。　こ

れ
ら
の
対
応
と
し
て
、セ
ン
サ
を
乗
せ
た
プ
レ

ー
ト
上
に
Ｚ
方
向
セ
ン
サ
を
配
置
し
、Ｚ
セ
ン
サ
と

基
板
表
面
と
の
距
離
を
計
測
し
、こ
の
計
測
結
果
を

用
い
て
常
に
基
板
表
面
か
ら
の
距
離
を
あ
る
範
囲

に
制
御
す
る
こ
と
に
よ
り
達
成
し
ま
し
た
。そ
の
結

果
、距
離
制
御
の
高
精
度
化
等
を
達
成
し
、透
明
基

板
、ロ
ー
ル
状
の
透
明
フ
ィ
ル
ム
の
検
査
を
裏
面
影

響
を
除
外
し
て
行
う
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

　位
置
変
位
量
測
定
の
性
能
は
、共
焦
点
測
定
方

式
レ
ー
ザ
変
位
セ
ン
サ
の
た
め
、距
離
測
定
分
解
能

0
・
1
μ
ｍ
、応
答
性
2
k
H
z
の
Ｚ
方
向
位
置
測

定
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

　次
に
、Ｚ
方
向
位
置
制
御
の
た
め
に
、測
定
し
た

位
置
情
報
を
基
に
高
精
度
、高
速
な
移
動
手
段
が

必
要
と
な
り
、リ
ニ
ア
ガ
イ
ド
を
組
合
せ
る
こ
と
で

以
下
の
仕
様
を
満
足
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
。

　・
駆
動
応
答
性
：
50
ｍ
ｍ
/
秒
以
上

　・
位
置
分
解
能
：
0
・
5
μ
ｍ
以
下

　今
後
は
、開
発
製
品
の
透
明
基
板
検
査
機
、ロ
ー

ル
フ
ィ
ル
ム
検
査
機
、ソ
リ
検
査
機
を
販
売
す
る
事

で
市
場
で
の
認
知
度
ア
ッ
プ
を
目
指
し
ま
す
。

　このコーナーは、本会の上部団体である全国中小企業団体中央会が行った「ものづくり中小企業製品開発等
支援補助金（試作開発等支援事業、製品実証等支援事業）」の実施企業が補助事業を利用してどのような研究開
発を行ったかについて紹介するために企画されました。
　第4回目の今回お話を伺ったのは、㈱山梨技術工房 執行役員の平出弥博さんです。

●問い合わせ先　㈱山梨技術工房　執行役員　平出 弥博 氏
　〒400-0311　山梨県南アルプス市曲輪田595-2
　Tel:055-284-6866　FAX:055-284-6867
　URL　http://www.ygkcop.co.jp/

●
も
の
づ
く
り
補
助
金
事
業
実
施
企
業
の
活
動
紹
介

高
精
度
位
置
決
め
に
よ
る

透
明
基
板
表
面
検
査
装
置
の
開
発

㈱山梨技術工房
　執行役員

　　　  平出 弥博 氏

た
だ
い
ま
開
発
中
!!

　山
梨
県
ス
ポ
ー
ツ
専
門

店
協
同
組
合（
神
山
利
秋

理
事
長
）は
、去
る
9
月

15
日
に
笛
吹
市
石
和
町

「
ホ
テ
ル
慶
山
」
に
お
い

て
、日
本
ス
ポ
ー
ツ
用
品

協
同
組
合
連
合
会

（
J
S
E
R
A
）関
東
甲

信
越
ブ
ロ
ッ
ク
会
総
会
を

開
催
し
た
。

　1
都
9
県
か
ら
メ
ー
カ

ー
・
卸
ブ
ロ
ッ
ク
関
係
者

の
多
く
の
出
席
の
も
と
開

催
さ
れ
た
総
会
で
は
、各
県
の
理
事
長
よ
り
、現
在
組
合
が
実

行
し
て
い
る
事
業
、こ
れ
か
ら
取
り
組
み
た
い
事
業
等
を
率
直

に
発
表
し
て
も
ら
う
な
ど
、活
発
な
意
見
交
換
を
行
っ
た
。

　そ
の
後
、「
I
T
革
命
時
代
、ス
ポ
ー
ツ
店
は
ど
う
生
き
残

る
か
！
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
ス
ポ
ー
ツ
ビ
ジ
ネ
ス
サ
ポ
ー
ト
浪

川
壽
夫
講
師
に
よ
る
講
演
会
が
行
わ
れ
た
。浪
川
講
師
に
よ
る

と
、ス
ポ
ー
ツ
業
界
も
景
気
後
退
の
足
音
が
聞
こ
え
て
き
て
お

り
、地
域
ス
ポ
ー
ツ
店
は
本
当
に
生
き
残
り
の
た
め
の
経
営
活

動
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。大
型
店
の
攻
勢
な
ど
も
あ
る
が
、地

域
ス
ポ
ー
ツ
店
が
生
き
残
る
た
め
に
競
争
す
べ
き
は
、大
型
店

や
競
合
店
で
は
な
く
、我
々
の〝
顧
客
〞で
あ
る
。そ
の
た
め
に

は
、徹
底
し
た
顧
客
志
向
を
貫
く
こ
と
が
大
切
で
、ま
ず
、第
1

は
自
店
を
変
革（
チ
ェ
ン
ジ
！
）す
る
。そ
れ
は
、経
営
方
針
の

変
革
、経
営
体
制
の
変
革
、販
売
方
法
の
変
革
、仕
入
・
品
揃
え

の
変
革
、店
舗
の
変
革
な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
、こ
れ
か

ら
の
自
店
の
あ
り
方
を
問
い
直
す
。第
2
に
経
営
構
造
を
変
え

る
。売
上
が
上
が
ら
な
い
、利
益
が
取
れ
な
い
と
い
う
体
質
で

は
未
来
は
あ
り
え
な
い
。売
上
を
上
げ
る
た
め
に
は
、顧
客
に

お
店
に
来
て
い
た
だ
く
た
め
に
は
、ど
ん
な
こ
と
が
必
要
か
、

な
ど
、5
年
先
、10
年
先
に
行
き

残
っ
て
い
く
た
め
の
話
し
が
さ

れ
た
。

　講
演
会
終
了
後
に
行
わ
れ
た

懇
親
会
で
は
、中
央
会
内
藤
悦

次
会
長
が
駆
け
つ
け
激
励
の
言

葉
を
述
べ
た
他
、参
加
者
約
70

名
が
そ
れ
ぞ
れ
交
流
を
深
め
、

始
終
和
や
か
な
雰
囲
気
で
進
め

ら
れ
た
。

関
東
甲
信
越
ブ
ロ
ッ
ク
会

　
　
　
　
　
　総
会
を
開
催
!!

山梨県スポーツ専門店協同組合T O P I C S ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

会場風景

熱心に聞き入る参加者の皆さん

表面

裏面

センサー

元の位置

センサー

元の位置

図1　基板真上から観察 図2　基板斜め上から観察

図3　厚み等の変化で基板がセン
サーに接近した場合には、☆が検出
範囲から外れ不検出となる

図4　厚み等の変化で基板がセンサ
ーから遠ざかった場合にも☆が検出
範囲から外れ不検出となる
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　山
梨
県
中
央
会
は
、去
る

９
月
１
、８
、10
、14
、16
日
の

５
日
間
、山
梨
県
中
小
企
業

会
館
に
お
い
て
組
合
実
務
講

習
会
を
開
催
し
た
。こ
れ
は
、

会
員
組
合
に
お
け
る
組
合
実

務
担
当
者
を
対
象
に
毎
年
開

催
し
て
い
る
も
の
で
、「
中

小
企
業
等
協
同
組
合
法
」
や

「
中
小
企
業
団
体
の
組
織
に

関
す
る
法
律
」
に
基
づ
く
組

合
実
務
に
つ
い
て
講
義
を
行

っ
て
い
る
。講
師
は
、日
頃
よ

り
会
員
組
合
へ
の
指
導
を
行

っ
て
い
る
山
梨
県
中
央
会
の

指
導
員
が
務
め
た
。今
回
は
、

組
合
実
務
担
当
者
等
が
６
名

参
加
し
た
。

　今
回
の
講
習
会
で
は
、「
組
合
法
・
団
体
法
の
重
要
条
文
」
、「
定
款
の
読

み
方
と
重
要
条
文
」
、「
総
会
・
理
事
会
に
お
け
る
招
集
手
順
と
運
営
」
、

「
法
人
登
記
を
や
っ
て
み
よ
う
」
、「
組
合
に
お
け
る
各
種
届
出
義
務
」
の

５
つ
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
講
義
を
行
っ
た
。ど
の
テ
ー
マ
も
、日
頃
よ
り
組
合

実
務
に
携
わ
る
参
加
者
が
直
面
す
る
も
の
ば
か
り
で
あ
る
。参
加
者
の
中
に

は
、「
日
頃
の
実
務
に
お
い
て
、勘
違
い
し
て
い
た
部
分
も
多
々
あ
っ
た
。」
、

「
こ
こ
で
学
ん
だ
こ
と
を
今
後
の
組
合
運
営
に
活
か
し
て
い
き
た
い
」
等
の

声
も
頂
け
た
。参
加
者
は
、組
合
運
営
を
よ
り
適
切
に
行
っ
て
い
こ
う
と
、み

な
真
剣
に
耳
を
傾
け
、メ
モ
を
と
っ
て
い
た
。

　こ
の
ほ
か
、山
梨
県
中
央
会
に
お
い
て
は
、「
１
組
合
１
組
合
士
」
を
ス
ロ

ー
ガ
ン
に
中
小
企
業
組
合
士
の
推
進
を
図
っ
て
い
る
。中
小
企
業
組
合
士
と

は
、中
小
企
業
組
合
検
定
試
験（
本
年
は
12
月
５
日（
日
）実
施
予
定
。）に
合

格
し
、組
合
等
で
の
実
務
経
験
が
３
年
以
上
あ
る
方
に
与
え
ら
れ
る
称
号
で

あ
る
。山
梨
県
中
央
会
で
は
、

こ
の
中
小
企
業
組
合
士
検
定

試
験
を
受
験
す
る
方
を
対
象

に
、11
月
に
組
合
士
受
験
対

策
講
座
の
開
催
を
予
定
し
て

い
る
。中
小
企
業
組
合
士
は

組
合
運
営
の
エ
キ
ス
パ
ー
ト
。

今
後
の
活
発
か
つ
適
正
な
組

合
運
営
の
た
め
に
、組
合
役

職
員
の
方
は
ぜ
ひ
受
験
し
て

み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

山
梨
県
中
央
会
が
全
面
的
に

サ
ポ
ー
ト
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

　経済産業省は、中小企業の自主的な輸出管理
を支援するため、「安全保障貿易自主管理促進
事業委託事業」として、
①経験豊富なアドバイザーによる自主的な社内管
理体制の構築に関する個別相談（「中小企業輸出
管理支援センター」の設置）
②普及啓発セミナー（「安全保障貿易管理セミナ
ー」）の参加募集を平成22年8月6日から開始しま
した。

目　的
　「歴史」をテーマに、武田信玄などの歴史遺産や山梨の豊かな秋の味覚の素晴らしさをウ
ォーキングを通して肌で感じてもらい、山梨の魅力を県内外にアピールし、交流人口・定住
人口の増加に繋げ、地域活性化の促進を図る。
開催日時　平成22年11月21日（日）9：00～18：00
集合場所　舞鶴城公園稲荷曲輪
日程・コース
  8：00　参加者受付（健康チェック）
  9：00　開会式（出発式）　
  9：30　スタート（出陣太鼓を合図に出発）
  　　　  0㎞   甲府駅南口～北口（ペデストリアン・デッキ巡回）
  　　　  2.5㎞   武田神社（第1チェックポイント）
  　　　  4.5㎞　積翠寺（第2チェックポイント）　
  　　　  5.5㎞　要害城趾（第3チェックポイント・折り返し）
  　　　  11.0㎞　サドヤ　ゴール（収穫祭会場）
14：00　収穫祭オープン（産直市・ヌーボー祭り）
16：00　アトラクション、ステージライブ開始
18：00　終了
参加資格　健康で歩行に耐えうる者（児童は保護者の引率必要）
参 加 料　一般1,500円、小人500円
 　（昼食、飲物、参加記念品、歴史案内、損害保険料等含む）
申込期限　平成22年11月10日（水）
申込方法　所定の申込用紙に必要事項を記入の上、参加料を添えて現金書留にて。
申込・問い合わせ　風林火山歴史ウォーク実行委員会（TEL055－221－0303）
主　催　風林火山歴史ウォーク実行委員会（山梨経済同友会、甲府商工会議所、山梨県中
　　　　小企業団体中央会、甲府青年会議所、やまなし観光推進機構）
協　力　ヴァンフォーレ山梨スポーツクラブ

1．国際的な安全保障貿易の厳格化の要請が高まるな中、
グローバル化の進展に伴う人的交流拡大及び情報技術
の高度化により、安全保障関連の貨物や技術にについ
て、我が国中小企業を含め輸出者などの輸出管理など
の輸出管理の重要性が高まっています。

2．こうした状況を踏まえ、安全保障関連技術の体外取引
規制の見直し、罰則強化のほか、中小企業も含む輸出
車などに厳格な輸出管理を求める仕組み（輸出者等管
遵守基準）などの措置を講じた改正外偽法が平成22年
4月より完全施行されました。

3．経済産業省は、中企業の自主的な輸出管理を支援する
ため、「安全保障貿易自主的管理促進事業委託事業」と
して、

①経験豊富なアドバイザーによる自主的な安全保障貿易
管理体制の構築に関する個別相談（「中小企業輸出管理
支援センター」の設置）
【委託先：㈶安全保障貿易情報センター】
ＵＲＬ▶
http://www.cistec.or.jp/chuushou/index.html
②普及啓発のためのセミナー
　（安全保障貿易管理センター）の参加募集
【委託先：日本機会輸出組合】
ＵＲＬ▶
http://www.jmcti.org/junshu_kijun/index.htm

安
全
保
障
貿
易
自
主
管
理
促
進
事
業
委
託
事
業
の
開
始
に
つ
い
て

安
全
保
障
貿
易
自
主
管
理
促
進
事
業
委
託
事
業
の
開
始
に
つ
い
て

中小企業の「輸出」や「技術」の
管理に関する相談窓口設置、
アドバイザー派遣、
セミナーを行います。

●
適
正
な
組
合
運
営
の
た
め
に

組
合
実
務
講
習
会
を
開
催
！組合実務講習会の様子

組合実務担当者等は、皆真剣に耳を傾けていた

「風林火山歴史ウォーク」参加者募集「風林火山歴史ウォーク」参加者募集
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情報BOX
短時間正社員制度導入促進助成金短時間正社員制度導入促進助成金

※審査結果によっては、ご希望に添えない場合もございますので、あらかじめ御了承ください。

労働者や労働組合と使用者の間の
トラブル解決を援助します！
労働者や労働組合と使用者の間の
トラブル解決を援助します！

労 働 相 談 と 労 使 紛 争 の あ っ せ ん
　山梨県労働委員会では、労働相談を行うとともに、使用者の方（事業主）と働く方（個々の労働
者）や労働組合との間に生じた労働条件などのトラブルの円満な解決をお手伝いするために
「あっせん」を行っています。使用者の方からの労働相談やあっせん申請もできますので、どうぞ
ご利用ください。

無 料 秘密厳守

あっせんの具体的なイメージがわかないのですが？
あっせん会場で使用者と労働者が対面するのは、最初と最後のあいさつのときだけです。それ以
外の時間は、あっせん会場には使用者または労働者のいずれかが残り、それぞれの主張は、あっ
せん員を通して相手側に伝えます。使用者と労働者が面と向かって、それぞれの主張を言い合う
のではありません。

あっせん員には誰がなるのですか？
労働委員会の委員のうち、公益委員（弁護士等の学識経験者）、労働者委員（労働団体役員など）、
使用者委員（会社経営者など）から１名ずつ指名され、合計３名であっせんを行います。

あっせんの申請から当日の出席まで、代理人にすべて任せたいのですが。
弁護士があっせんの代理人となれます。特定社会保険労務士は、労働者個人とのあっせんの代
理人とはなれますが、労働組合とのあっせんの代理人にはなれません。なお、あっせんでは、本人
の意思の確認が求められることがありますので、本人も一緒に出席した方が良いでしょう。

合同労組から個人の労働者について団体交渉を申し込まれたのですが。
初めて顔を合わせる合同労組からの団体交渉であっても、使用者は拒否することはできません。
労働委員会では、労働組合と使用者のあっせんも行っていますので、ご相談ください。

●甲府市丸の内1－6－1　山梨県労働委員会　電話055-223-1827
　ホームページアドレス　http://www.pref.yamanashi.jp/roudou-iin/toppage.html

Ｑ

A

Ｑ

Ｑ

A

A

Ｑ

A

 支給対象メニュー 支　給　額
   大規模事業主   中小規模事業主  
 ①短時間正社員制度の導入（1人目）  制度利用者が出た時 15万円  制度利用者が出た時 15万円

   6ヶ月経過後 15万円  6ヶ月経過後 25万円

 ②短時間正社員制度の定着（2人目～10人目）  1人につき15万円   1人につき20万円

●申請ができる事業主：労働保険適用事業主（規模は問いません）
●短時間正社員制度を導入し、制度利用者が出た事業主に対して、制度利用者の10人目まで助成金を支給

※中小規模事業主：常時雇用する労働者が300人を越えない事業主/大規模事業主：中小規模事業主以外の事業主
※詳細は下記までお問い合わせ下さい。 問い合わせ先　　㈶21世紀職業財団山梨事務所　　ＴＥＬ.055-236-5271

短時間正社員制度を導入・運用し、パートタイマーと正社員の均衡待遇に向けた取組みに努められる事業主の皆様を支援する助成金です。
企業活性化につなげていただくため、ぜひご利用ください。
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情報BOX
山梨県の最低賃金が変わります！山梨県の最低賃金が変わります！

編集後記
　気が付けばもう10月ですね、すっかり
秋を感じる陽気になってきました。
しかし今年は、～秋バテ～なんて言葉も
ちらほらと…
　それにしてもやりました！Ｂ－1グラン
プリで地元「甲府鶏もつ煮」が見事日本
一になりました。
　我々、地元民にとっては「ほうとう」同
様に小さい頃から親しんでいる地元の
味！ほんとうれしいですね。

●ご意見・ご要望は、
　中小企業タイムズ編集班まで

TEL 055-237-3215
FAX 055-237-3216
E-mail webmaster@chuokai-
yamanashi.or.jp

　私は8月9日（月）～13日（金）の5日間、山梨中小企業団
体中央会において、インターシップを受けさせていただきま
した。
　今回のインターシップでの目的は、私が興味を持つ「地域
活性化」というテーマに関連していると考えられる中央会
の「中小企業に対する支援」などの業務内容の体験と社会人
の仕事への姿勢やマナーを学ぶというところにありました。
　中央会でのインターシップ体験は自らの目的はもちろんのこと、予想以上に学び取れることがあったと考え
ております。その中でも、就職に対してのアドバイスや心構えをご指導いたくことで、自分の知識不足や甘さを痛
感したことは、今後の就職活動の糧にしていきたいと考えております。また、中央会の方をはじめ、組合の方々の
仕事に対する姿勢や話を伺うと、山梨県を盛り上げていこう・引っ張って行こうという気持ちを感じることがで
きました。そんな方々の実際の仕事を間近で見ることができ、私も社会に出て働きたいという気持ちを強く持つ
ことができました。
　中央会の皆様、並びにお話いただいた組合・企業の皆様、お忙しい中ご指導いただき本当に有り難うございま
した。

●山梨大学　教育人間科学部　国際共生社会課程　共生社会コース

3年　井上 陽光

●平成22年12月2日（木）
●山梨県立青少年センター

合同面接会参加企業募集中

〒400-0355　甲府市飯田3丁目3-28
Tel.055-228-8383

㈳山梨県シルバー人材センター連合会

　㈳山梨県シルバー人材センターではシニアワーク
プログラム事業を実施し働く意欲のある高齢者の就
職、就業支援をしています。

ヘルパー2級課程合同面接会

タクシー乗務員合同面接会

＊参加企業を募集しています。詳しくは下記までお問合せ下さい。

●平成22年10月8日（金）
●県立青少年センター

平成22年10月17日から改定されます。

1時間  689円

山梨労働局賃金室　　甲府市丸の内1-1-11　　　　　 Tel.０５５－２２５－２８５４
甲府労働基準監督署　甲府市下飯田2-5-51　　　　　 Tel.０５５－２２４－５６１６
都留労働基準監督署　都留市四日市場23-2　　　　　 Tel.０５５４－４３－２１９５
鰍沢労働基準監督署　南巨摩郡富士川町鰍沢655-50   Tel.０５５６－２２－３１８１

お問い合わせ先

訂正と
お詫び

平成22年9月1日発行の
中小企業タイムズ9月号
における訂正とお詫び

３面下段に掲載の「業界の声」記事
（誤）山梨県生コンクリート協同組合 → （正）山梨生コンクリート協同組合
謹んで関係者ならびに読者の皆様にお詫び申し上げます。

中央会
創立55周年
記念式典のご案内

中央会
創立55周年
記念式典のご案内
開催
日時

平成22年

11月10日（水）
 14：00～16：00

開催
場所

アピオ甲府
「吉兆の間」
中巨摩郡昭和町西条3600

内容 式典及び表彰

1　山梨県最低賃金は、県内で働くすべての労働者に適用されます。
2　次の手当等は最低賃金に算入しません。
　　①精皆勤手当、通勤手当、家族手当　②時間外・休日・深夜手当
　　③臨時に支払われる賃金　④1ヵ月を超える期間ごとに支払われる賃金
3　次の産業については、特定最低賃金が定められています。

※年齢、技能習得中及び特定の業務については、特定最低賃金から適用除外され山梨県最低賃金が適用
される場合があります。
　詳細については、お問い合わせ下さい。
　また、特定最低賃金については、現在改正審議中です。

 特定最低賃金 1時間 効力発生日
 電子部品・デバイス・電子回路、電気機械器具、 782円 21.12.27 情報通信機械器具製造業

 自動車・同附属品製造業 791円 21.12.26


